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朝
日
町
教
育
百
年
の
歩
み

ィて校章〉

／＼ 

現

続

任

の

き

＼／ 

（七）

南

保
小

学
校

会一山成・
J

在
学
的
問
フ

l
ル
昭
和
十
九
年
〉

南
保
地
区
川
師
、
明
治
の
学
制
発
布
の
混
年
に

清
水
寺
の
一
隅
を
郁
告
に
充
当
し
、
昭
明
小
学

問
問
と
命
名
し
て
発
足
し
位
。

当
時
の
按
下
は
ベ
一間
保
利
、
長
野
村
、
二
ツ

旬
の
ご
一
刀
村
で
あ
っ
と
が
、
同
胞
区
協
朝
日
町

南
部
の
山
銭
地
帯
寺
市
状
に
取
り
巻
く
敵
在
部

需
の
組
合
体
で
あ
る
刀
、
当
時
で
も
一
岡
山
涌
か
ら

の
直
学
距
離
が
遠
く
、
明
治
十
一
年
巳
部
落
の

規
慢
が
最
も
大
き
い
蛙
δ
に
分
校
を
設
立
し
疋
。

本
肢
は
、
明
治
士
一ハ
苛
に
民
家
を
買
い
上
げ

士
一
般
岳
を
改
一
築
し
長
刀
、
そ
の
後
一、
一
一
ッ
刊
の

五
箇
庄
小
学
秘
へ
の
同
管
、
棋
名
の
改
師
、
山

崩
れ
巳
よ
る
m
v
l門
の
自
壊
広
ど
ガ
あ
っ
ァ
、
、
明

治
団
十
問
年
、
現
在
地
に
続
舌
を
新
築
レ
疋
。

λ
E十
四
年
に
高
等
科
を
設
置
し
、
そ
の
後

広
ち
に
よ
る
品
名
の
却
柿
ぅ
戦
後
の
新
事
制
服

行
に
」
A

ゅ
う
む
改
革
h
v
町
村
合
併
、
さ
ら
C
昭
和
開

十
八
作
に
は
、
眠
、
に
副
校
百
周
年
を
迎
え
．
‘
合

白
に
主
一
J

て
い
る
の

本
絞
の
特
色
凶
、
木
山
W
T
洋
戦
争
末
期
の
笥
烈

疫
婦
め
る
社
会
情
勢
の
中
で
、
昭
和
十
九
年
に
、

村
民
の
勤
労
泰
廿
窃
ど
に
よ
っ
て
、
県
下
一仁
先

さ
万
け
て
学
院
ブ
1

ん
の
建
設
を
断
行
レ
疋
こ

と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
処
期
間
怠
が
ら
郷
里
C
疎

開
中
の
少
年
畏
谷
最
二
氏
を
、
五
瞬
氷
川
郡
選
手

ま
で
に
育
て
上
げ
た
動
機
を
与
え
疋
と
い
っ
て

も、

’決
し
て
己
じ
つ
け
の
そ
し
り
を
受
ば
る
こ

と
は
店
い
で
あ
さ
う
n

従
っ
て
、
田
和
三
十
年
、
ブ
ー
ル
改
修
完
成

の
際
、
周
遊
正
一
，
を
沼
へ
い
し
て
、
槙
範
氷
～
涼
を

行
っ
と
こ
と
・
一
大
い
に
意
義
の
あ
る
こ
と
で
あ

っ位。本一
枚
出
白
河
告
の
中
に
は
、
早
く
か
ら
県
店
内
仁

出
て
守
エ
建
業
界
ロ
活
躍
す
る
者
ガ
多
く
、
ま

疋
却
人
で
は
医
師
と
し
て
著
名
店
堀
地
四
朗
曙

ー
や
、
縁
政
者
と
し
て
東
北
大
の
里
高
新
太
郎

情
工
お
ど
も
あ
げ
ら
れ
ち
そ
の
ほ
か
舎
芯
お
園
山

内
舛
仁
お
い
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
万
尽
ガ
多
い
。

（
蛭
ハ
台
分
棋
は
、
次
号
で
紹
介
し
ま
す
J

）
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般
会
計
決
算
・予
算
など
可
決

新
議
長
に
一
扇
谷
氏
を
選
出

第
五
回
朝
日
町
議
会
定
例
会

_.. 
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あ
ら
ま
し

羽

μ
例
朝
日
町
議
会
定
例
会
は
、
九
パ
ト
ペ
ハ
か
－
り
．
卜
バ
け
ま
で
人口則
を

八
日
間
と
し
て
開
会
さ
れ
ま
し
た
、

本
山
比
例
会
で
は
、
附
刷
・h
l咋
院
側
円
町
．
般
会
出
川
以
人
以
川
決
第
を
は
じ

め
、
条
例
改
正
、
人
事

一
利
ゃ
ん
川め

l
川
浴
本
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
必
定
、

川

決
、
同
滋
し
、
治
則

・
帥
悩
九
件
十九
什
い
て
山
山
し
、

さ
ら
に
ぷ
ぬ
悦
川
議
策

一
一件
に
つ
い
て
も
川
叫
し
ま
し
ゃ
九

こ
の
ほ
か
、設
会
の
役
一
川
、
市
川
町
会
川
公
・
b
uー
ηの
改
泌
が
り
わ
れ
ま
し
た
。

ひ

W
M
役
員
常
任
委
員
の
改
選
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昭事指32年 8JI 8 B 
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餓

長
扇

谷
隆
一

（灯
H

ば
）

Jllt.j 

IL 

町
浜
市
1
選
一一．川
、
副
議
民
一
川
、
総
ん
川

開
発
特
別
委
員
長
－
－川

副
議
長
山

悶

政

次

（日
付予

能
川崎パ
バ
ぺ

町
議
内
選
一・一阿
、
制
縦
長
一

一
刷
、
山
加点

張
官
民
長

一
向
、
総
筋
委
員
長

い
川
、
開

発
公
社
特
別
委
員
．長
一
川監

査
委
員

金

井

憲

治

へ日
必
）

叶

A

川’
l
、

、
1
1

－
a／
J

U

 

川
地m
wI
辺
川
刷
、

必
，以

一
一
川
、
尚
仁
水

dm－令
川同
・hN
．
川、

山川．
業
安
倍
長

一
一川、

川
発
公
社
特
例
会
以
民
一
一
川

二叩
常
任
委
員
会

川
柳
事
前
騒

総
務
委
員
会

幻
安
進
議
銑
，／
O
山
崎
泊
料
／
近
隊
栄

之

ω／
A
m
ル
忠
治
／
凶
庶
民
二
／
米
凹

！日．
a

／一
凶
作
降
．

文
教
厚
生
委
員
会

心
深

松

万

／
’い
伐
川
利
ド
ヘ
／
w
r的
知

勝
／
松
h
n
M則
二
／
・
川
附
政
次

rh
橋
万

利
／
美
佐
泥
中。

産
岨
常
連
設
委
員
会

。
火
山
地
松
ノ
、

米
dk
・川
十
川
／
水
島
側

次
郎
ノ
上
町
栄
作
／’
川
崎
勇
t
u／
点
品

川附
／
制
作
打

川本

審
議
白
白

、，vj
a
u
－－

！
J
1
1
 

会

（町
長
促
策
即

mの

｛本説 tHl
削

／λ 

l

’’J
q
γ
1
 

！
j
l
｜
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q
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寸
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9
月
泣
口

本
ん
川政
A

町
一
町
、
．
般
加
凪
川
）

ぶ
んμ
議
h

．
川
町
川
｝

文
教
川
一川
1
h
札
い

u
h

作
業
他
投
ek
叫
んh

、

、角、

付
川

A
J

総
初
一
去
、はん
μ

内人
教

W
4
・iv、
い
ん
h

本
会
議
、
委
けは
VK
械
倍
、
関

続
、
礼
治
、
火
山
、

議
会
の
位
U
、一
M
K禾
官
民
会

香
川
制
の
改
選

9
Mハ
幻
日

9
月
目
日

a’・”””””””””””””””””＇／／.l'///////l/N///////.

9
月
お
日可

決
さ
れ
た
も
の

V
決

算

（い
ず
れ
も
附
利
・九
十
年
位
〉

均

一
般
会
計
綴

－
制
凶
町

一
般
公
川
以
人
”
は
山
伏
筑

脇
特
別
会
計
総

－
例
円
町
周
民
総
出
肌
似
険
料
別
人
以
北
川
成
人

緒
川
決
俳

－
朝
日
町
川
円
以
他
縦
保
険
給
僚
組
放
特
別

会
計
歳
入
総
川
決
算

（佐
川
、
お
附、

境
の
各
診
療
川
会
計
）

－
朝
日
町
簡
易
水
道
特
別
会小
川
誠
入
政
川

決
算

－
明
日
町
市
川
以
外

出
臥
川
次
特
別
会
計

技
人
歳
川
決
算

－
朝
日
町
山
外

一
地
は
川
木
特
別
会
社
線

人
殺
山
内は
り

丸
企
業
会
計
緩

－
朝
日
町
立
伯
病
院
中
策
決
W

V
予

算

－

m初
日
十

一
年
波
川明
日
町

．
般
会
計
純

正
予
覧
（
筋
・

パ
勺）

・
附
利
．九
十

一
年
山比
例
川
川
附
け
幼
・
水
道
特

別
会
計
補
正
予
徐
（
柄
引

．
り
〉

V
条

例

（
改
医
〉

・
暢
口
町
常
体
育
地
ぷ
条
例
の

一
郎
改

r．

V
専
決
処
分

－
地
K
M
a
H
治

法

第

八
ハ
仏
引
の
制
川
ん
に
よ

川

る
呼
決
処
分

V
緩
員
掴
提
出
姐眠
薬

－
H
小
向
川
門
政
附
川
の

V
相
次
好
条
約
の

川

ζ

の
た
び
明
日
町
選
会
議
長
の
裂
般
に

円
卜
川
明
締
結
を
川
守
川
ず
る
仇
4

品

川
就
任
す
る
に
あ
た
り

一
言
戸’」
欽
妙
を
山
中し

－
U
X泊
川
事
業
の
ん

ημ
な
ら
び
に
利
…

上
げ
ま
す
。

金
に
閲
す
る
意
見
H
H

ハ

川
制
作
、

朝
日
町
は
い
く
つ
か
の
頃
卜
八
な

V
同

窓

川
川
出
閣
に
山
川
面
し
て
お
り
ま
す。

そ
う
し
た

・
制
日
町
監
査
委
付
金
選
任
す
る
た
め
川

川
巾
で
糸
川
む
か
え
り
み
ず
就
任
い
た
し
ま

滋
を
求
め
る
件

川
し
た
ο

1
1
1
1
l
i－－
－

－

J

山

も

と

よ
り
は

f
rで
あ
り
、
そ
の
総

一
請

頼

・
凍

湾

一

…
で
な
い
ζ

と
は
十
分
語
い
た
し
て
お
り

f
lu
i
h－
－

H
い
わ

rt』
川

ま
す
が
、

刊
さ
ま
の
と
協
h
M
を
得
て
治
問

川
地
の
解
決
、

町
政
の
発
展
の
た
め
悩
似
…を

探

択
じ

な

つ

だ

h
山一

…
そ
そ
ぎ
令
刀
を
凶仰げ
て
い
く
決
心
で
あ
り

川
ま
す
の

円

V

川
病
院
に
小
児
科
弘
宮
北
沢
す
る
こ

地
j
，l
約
は
、
自
ら
の
乎
で
治
め
る
の

つ
い
て

一
が
本
円

で
あ
り
ま
す
が
、
別
状
は
必
ず

〉
矢
ン
谷
川
地
械
の
砂
防

m
uと
改
修
悦

川
し
も
す
べ
て
こ
れ
を
肋灯
し
て
は
お
り
ま
せ

業
の
問
中
期
締
ド
一
に
つ
い
て

川
ん
り

V
桜
の
組
側
に
つ
い
て

川

村
に
地
刈
財
政
に
つ
い
て
は、

．．．
 
川
白

V
必
人
バ
ス
の
側
設
に
つ
い
て

川
的
と
バ
わ
れ
て
久
し
い
昨
今
で
あ
り
、
多

川
織
に
わ
た
る
住
民
の
要
望
等
も
財
政
の
貧

継

続
審
査

に

な

っ
一

f
ト
ω
…
附
と
州
ま
り

て
、
一

層

E
び
し
い
も
の
が

川
あ
り
ま
す
o

v町
岱
火
葬
場
の
払
ド
げ
に
つ
い
て

川

わ

が

朝
日
町
は、

緑
豊
か
な
自
然
に
必

マ
公
民
館
建
設
の
た
め
公
向
也
を
u
H
H
す
…
ま
れ
ー
農
業
、
商
工
業
、
林
業
、
撒
業
の

j

f
i
－
－
川
生
活
基
盤
で
あ
り
ま
す
が
、
ζ

れ
と
て
も

る
ζ
と
に
つ
い
て

…
地
策
が
十
分
と
は
い
い
き
れ
ま
せ
ん。

良

マ
臼
脱
コ
ン
バ
イ
ン
に
対
す
る
粁
山
助
制

…
仁

一
体
化
事
業
等
も
含
め
、
な
お
い
く
つ

税
免
除
に
つ
い
て

川
か
の
詰
鰍
が
待
ち
う
り
て
お
り
ま
す
。

審

議

未
了

に

な

っ
疋

も

の

川

自
然
を
霊
し
そ
れ
を
生
か
し
た
雌
策
も

川
急
務

で
あ

り
ま
ヲ
ヵ
、
そ
の
れ
然
の
災

マ
消
水
町
管
内
道
路
税
制
に
つ
い
て

…
惨
か
ら
町
民
の
生
命
財
産
を

γる
ζ
と
も

マ
都
市
計
一幽
用
途
地
域
か
・
り
除
外
し
、
地
肌

…
九
八九
r
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
ま

用
地
と
し
て
現
状
紙
叫
に
つ
い
て

1
代
表
制
緩
会
政
治
で
あ
り
ま
す
の
で
、

常

壬

霊

童
＝
一史
寂

告

に

つ

川
町
民
各
樋
各
層
の
意
見
を
尊
彊
し
、

円
満

7
｛
－

E
C
E
f
g
A
C
〈

L

M
な
援
会
運
営
と
町
民
福
祉
に
微
力
を
つ
く

川
す
覚
糾
で
あ
り
ま
す
。
町
民
各
位
の
ど
理

川
解
あ
る
ご
協
力
と
ど
支
援
を
お
願
い
山
中
し

川
あ
げ
、
就
任
の
ど
挨
拶
と
い
た
し
ま
す。

議
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

朝
日
町
議
会
穣
長

扇

谷

媛

ニ

総
務
委
員
会

町
内
火
葬
場
払
い
．
卜
げ
に
つ
い
て
は
、

4 
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陳
情
の
七
円
を，
！
と
す
る
が
、

mM叫川山一に

お
い
て
は
、
続
日
航
官
問
符
を
必
．吹
と
す
る
け

コ
ン
バ
イ

ン
に
対
す
る
悦
の
免
除
は、

M
M

他
市
町
村
と
の
関
連
、
山
似
移
売
見
る
必
叫

が
あ
り
、
継
統
官
館
貸
と
す
る
ゆ

さ
ら
に
、

公
民
館
建
設
の
た
め
い
れ
地

併
用
の
件
に
つ
い
て
は
、

山1
必
地
の
骨
川
什

M

体
制
と
の
関
一
必
か
ら
継
続
術
作
、
そ
の
他

は
い
す
れ
も
版
策
ど
お
り

4
Mと
快
山
ο

女
教
厚
生
委
員
会

JP; 25 4 ・Sf 

的
山
川
院
に
小
児
斜
を
設
問
す
る
消
聞
に

つ
い
て
は
、
民
間
の
補
u

允
、
北
備
投
資
の

財
似
等
附
鮒
な
現
状
を
淀
川
mし
な
が
ら
も

消
願
話
の
願
必
を
忍
引
ー
と
し
、
今
後
巾
！
日

に
お
い
て
努
力
す
る
よ
う
．
公
明
日
し
係
川
町

ま
た
、
町
灯
火
持
場
の
払
い
下
げ
に
つ

い
て
は
、
運
用
上
広
域
園
東
部
斉
溺
の
利

用
に
つ
い
て
の
ピ
l

・
ア
i
w
及
び
川
町

附
火
線
酬
明
に
つ
い
て
廃
止
等
に
あ
た
っ
て

は
、
町
内
会
咋
と
話
し
合
い
を
し
、
川
河

期
間
（
少
な
く
と
も
六
か
月
）

前
に
泊
告

す
る
な
ど
の
配
慮
が
必
要
で
あ
る
つ

老
人
〆
ス
の
開
設
に
つ
い
て
は
、
土
問

は
理
解
さ
れ
る
の
で
深
川
仏
、
た
だ
し、

実

際
運
用
に
つ
い
て
は
、
他
の
倒
、
財
政
問

置
に
つ
い
て
十
分
検
討
を
婆
す
る
、
と
い

う
意
見
を
付
し
て
報
告
さ
れ
た
。
そ
の
他

は
原
案
ど
お
り
可
決
と
決
定
さ
れ
た
ハ

ひさあ報－広

産
業
建
設
委
員
会

昭和32寧 8}j 8目
ー 一篇 3種’S便物認可

清
水
町
管
内
道
路
警
備
に
つ
い
て
は
、

地
元
の
積
極
的
な
協
力
を
得
な
け
れ
ば
顛

恵
達
成
は
悶
難
で
あ
り
審
議
未
了
。

ま
た
、
都
市
計
．
闘
用
途
地
按
除
外
、
農

用
地
と
し
て
の
現
状
維
持
に
つ
い
て
の
件

は
、
数
回
に
わ
た
り
・審
議
を
重
ね
、

そ
の

問
、
当
局
に
お
い
て
も
努
力
さ
れ
て
来
て

い
る
が
、
地
芯
の

一
致
し
た
悶
恵
が
は
い

こ
と
に
よ
り
得
議
本
，j
と
伏
広
づ

他
の
案
件
に
つ
い
て
は
、
山
祭
ど
お
り

吋
伏
－Y
」
決
川
止
さ
れ
た
い

一
九
又
空
言
引

d
D
b
‘、〉

一
用
量
回
目

c
qチ
人
三

請
願
の
あ
っ
た
泊
病
院

小
児
科
の
設
置
に
つ
い
て

質
問
今
川
法
願
さ
れ
て
い
る
的
約
院
に

小
児
科
を
川
以
内
し
て
ほ
し
い
と
い
う
多
数

の
町
内
家
庭
の
削
人
か
ら
の
切
実
な
削
い

を
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
、
北
町
に
努
h
M

さ
れ
る
の
か
お
付
ね
し
た
い
り

答
弁

非
常
に
多
く
の
じ
け
か
ら
の
咲
引
で

あ
り
、

．他
行
に
つ
い
て
は
卜
分
に
則
併
で

き
る
。
た
だ
、
山
川
状
に
つ
い
て
は
、
医
師

の
問
題
、
あ
る
い
は
総
点
の
川
凶
が
あ
り

た
だ
ち
に
笑
刻
す
る
こ
と
は
附
嫌
で
あ
る

こ
と
は
と
爪
知
の
と
お
り
で
す
。
符
日
切
で

な
い
こ
と
は
認
め
つ
つ
も
、川はい品
川
の
努
力

を
し
た
いら

コ
ン
バ
イ
ン
の

課
税
に
つ
い
て

質
問

剛
氏
用
機
械
の
う
ち
、
羽
夜
問
題
と

な
っ
て
い
る
コ

ン
パ

f
ン
の
剥
脱
に
つ
い

て
実
絡
す
る
の
か
ど
う
か
、
法
作
上
却
税

せ
ざ
る
毎
得
な
い

と

す
れ
ば
、
何
ら
か

の
形
で
還
r
ん
す
る
ト
刈
注
は
考
え
ら
れ
な
い

か
。
答
弁

極
め
て
慎
唱
を
裂
す
る
問
題
で
あ

る
と
考
え
る
。
乙
れ
に
つ

い
て
は
、
あ
ら
ゆ

る
角
度
か
ら
現
在
調
査
を
進
め
て
い
る
－
J

他
の
臼
治
体
の
状
況
、

コ
ン
バ
イ
ン
自

体
の
本
質
的
な
必
な
ど
に
つ
い
て
十
分
倹

剥
し
た
い

o
M
僚
の
忌
見
は
、
農
協
か
ら

も
来
て
い
る
つ
慎
重
品
に
対
処
し
た
い
。

県
営
朝
日
小
川
発
電
所
の

建
設
計
画
に
つ
い
て

県
は
置
点
波
望
市
下
項
と
し
て
、

県

質
問

川日
朝
日
小
川
発
川
所
建
川
vdI附
を
政
附
に

出品
情
し
、
調
待
費
・も
ゴ計
上
し
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
が
、
事
実
と
す
れ
ば
町
長
は
こ

れ
に
ど
の
よ
う
に
対
処
さ
れ
て
い
る
か
。

答
弁

山
川
先
川
所
に
つ
い
て
は
、
派
制

に
ポ
知
し
て
い
な
い

・
川
町
の
志
向
や
そ
の

他
に
つ
い
て
は
、
今
後
訓
べ
て
み
必
い
と

「ノ

h

J

・lh

、什

A

J

J
J
H

レ
f
h－ab
y

し
た
が
っ
て
、
叫
ん
刊
そ
山
こ
と
に
つ
い

て
は
、
開
く
立
ち
入
っ
て
い
な
い
。

地
熱
調
査
に
つ
い
て

質
問

州
ノ
げ人
地
内
で
地
川

mm代
が
准
め

ら
れ
て
い
る
が、

出
制
似
開
発
と
い
う
必
味

で
は
町
に
と
っ
て
ト八
さ
な
川
白
幽
で
あ
る
o

M
州
、
ヘム
山
川
、
山
此
氷ル
ル
の
こ
と
わ
汚
え・
いり

れ
る
。
さ
ら
に
こ
の
実
胞
に
つ
い
て
は
、
臨
山
収

．以
に
彬
州
首
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
銅
山
ぷ

溶
液
会
で
一内
検
討
さ
れ
る
と
い
う
ζ

と
も

聞
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
叶
能
な

限
度
に
お
い
て
所
見
を
成
り
た
い
J

答
弁

こ
の
問
題
は
、
極
め
て
咋
門
的
な

も
の
で
あ
る
と
忠
今
。

一
般
論
と
し
て
は

成
り
点
て
ば
結
構
で
あ
る
。
し
か
し
、
迷

惑
を
及
ぼ
す
と
い
う
こ
と
で
は
削
る
。
現

花
は
、
そ
の
配
度
に
瑚
解
し
て
い
る
。

県
審
議
会
は
、
さ
ら
に
科
学
的
に
調
査

検
討
の
必
ー必
あ

η
と
し
て
い
る
よ
う
に
聞

い
て
い
る
の

い
ず
れ
に
し
て
も
、
そ
の
rM
は
十
分
に

専
門
家
に
お
い
て
調
託
さ
れ
る
も
の
と
思

う
の
で
、
時
間
的
に
も
家
だ
余
山
町
が
あ
る

と
思
う
。

小
丸
山
公
園
か
ら
の

流

水

に

つ

い

て

質
問

八
月
十
阿
川
の
降
山
で
、
小
丸
山

公
闘
か
ら
流
次
し
、
山
下
辺
水
が
多
く
住

、、、、、、
、35E
ミミ、、、、宅、吉山
、、b
、点、、
b
oAAVミトミ、、
、5
1、ト
b
f
、、
司、手合会寺、込ぐ毛、、
、宝石
、h
b
s
主主メミトミミ
ミ、主v
、、、、、芸誌で、、
、、、、、、、、、、、、ミミおお宅、父、

本

山

閥

ト

乍

川

寸

メ

な
お
、
昭
和
四
十
五
年
卜
月

一
日
以
降

l
E冒
即

an
－－，
b
l
A諸
A
1
4
’h

・・

に
小
作
契
約
さ
れ
た
農
地
に
つ
い
て
は、

改

正

に

な

り

ま

し

た

別
に
際
機
小
作
料
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、

税
制
小
作
料
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

農
地
に
つ
い
て
、
小
作
権
等
の
桁
利
を

ぷ
定
ず
る
場
合
は
集
策
委
員
会
又
は
県
知

事
の
汗
可
が
必
要
で
、
そ
の
質
問
借
契
約

に
つ
い
て
、
当
事
者
は
農
業
委
員
会
へ
通

知
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
乙
れ
ら
の

子
統
き
を
と
ら
な
い
小
作
地
に
つ
い
て
は

州
制
作
出
獄
に
含
ま
れ
な
い
ζ
と
に
な
り
ま

す
の
で
十
分
注
意
し
て
下
さ
い
。

川
出
は
似
山
内
を
浸
け
て
い
る
の
従
米
も
そ

う
で
あ
り
、
阪
本
的
対
浪
在
与
え
て
ほ
し

－
L
V
 

m－川
ト
ン
ネ
ル
は
、
か
な
り
話
約
化
し

て
い
る
う
え
、
話
人
、
了
供
の
辿
行
に
ぷ

附
が
起
き
て
い
る
り
こ
れ
ら
に
つ
い
で
、

wl
尚
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

農
地

（川

・
州
）
の
統
制
小
作
料
が
、

間
利
五

十

年

間
川
十
け
か
ら
川
炎
の
と

お
り
改
．
止
さ
れ
ま
し
た
の

統
制
小
作
料
と
は
、
附
利
問
ト
一九
州
小
十

月

．
日
以
前
に
拠
約
さ
れ
て
い
た
小
作
地

に
つ
い
て
、
山
間
が
そ
の
小
作
料
を
統
制
し

て
い
る
も
の
で
、

附
和
問

1
．
．
 
作
か
ら
改

正
が
な
く
今
川

．・

．． 
仰
に
引
き
上
げ
ら

れ
ま
し
た
白

答
弁

小
丸
山
公
閣
か
ら
の
流
木
に
つ
い

て
は
、
国
、
県
と
連
携
し
、
対
策
を
進
め

は
場
盤
備
事
業
と
の
関
連
も
あ
り
、
山
間
同
開

的
に
努
均
し
て
い
き
た
い
。

従
川
ト
ン
ネ
山
げ
に
つ
い
て
は
、
川
m泊
で

は
あ
る
が
、
恨
本
的
な
対
策
が
必
出
血
で
あ

り、

ζ

れ
に
つ
い
て
も
努
力
し
て
い
く
。
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総
合
グ
一プ

ン

ド
完
成

さ
ら
に
総
合
体
育
館
も
建
設
中

期 25 4号

町
民
の
体
刈
づ
く

η
と
他
成
人
別
進

ω総

と
し
て
、
昨
川
作
昨
は
か
ら
い
閉
山
休
地
内
で
述
H
K

き
れ
て
い
た
町
民
総
合
グ
ラ
ン
ド
が
、
こ

の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
ε

ζ

の
グ
ラ
ン
ド
は
、
約
一一

M
W
T
H
U（以

同
一
八
γ

一
、
市
北

一
「V
O
い
ど
あ
り
、

昨
ト仁
枝
川
似
で
は
、

一
川
三

o
n
uω
ト
7

Y
7
い
か
と
れ
、
一
計
此
も
同
叫
に
一
．Mmv川
で

行
う
こ
と
が
で
き
町
民
の
み
な
さ
ん
の
的

傾
附
な
利
川
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
H

佼
川
に
あ
た
っ
て
は
、
小
丸
山
グ
ヲ
ン

ド
と
川
服
、
あ
ら
か
じ
め
教
脊
委
U
会

（宮
・
1

．
－
O
円
）
の
許
叶
を
持
て
伏

期
し
、
使
川
後
は
、
グ
ヲ
ン
ド
火
山
の
教

備
が
必
叫
で
す
。

な
お
、
総
〈
川
グ
ラ
ン
ド
の
京
側
で
は
、

町
民
総
A
H
体
行
館
が
、
例
年
．一一川
ぶ
の
完

成
を
め
ざ
し
て
述
設
中
で
す
。

ひさあ報－

rも
必
．
 

A
3
山
同
バ
は
高
成
し
れ
ん
山
一
叫
ん
川
グ
ワ
ン
ド
V

う
ま
い
朝
日
産
米
は

広

｜
｜
「
豊
か
な
土
づ
く
り
」

稲
ワ

7
e別
縫
物
吸
い
に
し
、
脱
却
し

て
い
る
出
家
が
み
ら
れ
ま
す
が
、
取
凶
肥

に
劣
ら
な
い
効
巣
が
あ
り
、

地
カ
増
強
の

重
要
な
有
機
物
資
源
で
あ
る
A

ト
川
作
水
叫

に
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

①
総
合
的
な
餐
分
供
給

①
肥
効
の
持
続
効
果

①
益
分
の
吸
収
力
省
大

＠
土
じ
よ
う
物
理
性
の
改
良

①
土
じ
よ
う
微
生
物
の
栄
養
源
と
な
る

か
ら
｜
｜

日
制
ソ
ヲ
総
別
後
は
、
て
T
h
る
だ
け
阿
川
刊

を
促
進
さ
せ
る
必
山
町
が
あ
ら
、
日
前
訂
版

を
秋
他
用
し
、
稲
リ
フ
の
時
刻
化
を
は
か

る
と
と
も
に
、

Mm
の
恨
の
俄
化
刈
を
白
恨
め

生
育
の
健
全
化
を
は
か
る
。

ま
た
、
政
慣
れ
伏
の
施
問
に
よ
り
日
制
体

の
政
酸
合
最
が
惜
明
大
し
、
倒
伏
や
、
い
も

ち
病
に
対
す
る
抵
抗
性
が
強
ま
り
、
コ
シ

ヒ
カ
リ
の
よ
う
な
倒
伏
し
や
す
い
川
舶
は

特
に
効
県
が
人
き
い
り

さ
ら
に
、
地
刈

ιぬ
け
す
る
た
め
の

i

切
な
資
材
と
し
て
、

－X
市
ふ
ん
胞
川
も
忘

れ
て
は
い
打
な
い
ハ
し
か
l
、
よ
相
な
一
家

主川
ふ
ん
（
川
ー
の
も
の
｝
を
多
肢
に
組
川
す

る
と
一
似
の
般
を
似
め
、
パ
ート
（
川
町
山
内
を
い
叫
こ

す
の
で
、
十
ア
ー
ル
中l
た
り
、
次
の
以
市

に
よ
っ
て
純
川
し
て
く
と
ざ
い
H

ft 

Ji包

Jll I 

：秋

~. U色
lデJI),
，，~ 

ト
ン
以
内

町ト1・ 1版 1·1~~ 
〈’ lふ 1ふ ｜ふ
るんん！ん
み
で I1叫

／ 

l：~ 

• ＇）~ 

I・ I・ 
ンlン
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ト

・〆
〉
人
1
1
 

と

歴

史

の

道

111I
l
l
i－
－

｜

一

｜
朝
日
ふ
る
さ
と
歩
道
完
成
｜
一

明
日
町
が
川以
の
川
川
川
を
そ
け
て
泣
め
て
の
T

一
千
・
ケ
・7
ー
を
い
長
お
う
と
、
出
山
県
凶

い
た

「
刺
川
ふ
る
さ
と
が

du
e－
ル
将
棋
州
事
業
県
内
川
句
を
け
枕
に
、
以
内
・
リ
然
公
摘
の

が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
η

崇
隣
地
を
選
ん
で
保
氏
の
た
め
の
レ

ク
リ

「
ふ
る
六
と
砂
岨
ー
は
、
人
ー
は
忘
れ
ら

エ
1
ン

f
J歩
泊
を
山
科
医
備
し
よ
う
と
す
る

れ
が
ち
な
伐
か
し
い
ふ
る
さ
と
の
山
や
川
も
の
で
マ
。

を
歩
き
な
が
ら
、
引
か
な
山
以
…
に
ふ
れ
、

オ
ー
プ
ン
し
た
判
U
ふ
る
さ
と
ぶ
道
は

郷
十
の
時
火
や
先
人
北
の
午
前
の

μあ
と
そ
の
利
川
’
れ
町
村
ち
か
ら
城
山
コ
ー
ス
、
J
’

を
ふ
り
か
え
る
巾
か
ら
、
心
円
か
な
あ
す
昨
1

1

1

の
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き

1~： 
朝日ふるさ と歩道コース案内図

•! 

々
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＠
稲
ワ
ラ
を
焼
か
な
い

①
廷
酸
石
灰
十
ア
ー
ル
＝当
た
り
二
百

キ
ロ
施
用

①
家
畜
ふ
ん
の
積
極
的
利
用

を
行
い
、
1

よ
い
米
づ
く
り
」
M
m川
寸
住

民
間
し
、
う
ま
い
制
日
米
の
佐
山
払
人

を
雌
准

L
ょう

A

、

）
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－
u
p
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ス
（
問
・
二
伽
）
は
、
脱
ぬ

制
応
i
城
山

t
w依
川
城
山
口
を
は
刊
ぶ
寸
で

に
蝦
備
さ
れ
て
い
る
お
な
じ
み
の
山
然
的

物
館
三
l
ス
で
、

一一－陣
コ
ー
ス
（

↑
0
・

0
伽
）
は
、
低
川
城
山
口
を
起
点
に
閉
山
行

の
昨秋
川
部
族
を
通
り
、
七
重
時
間
、
一
＼
怖
ス

・キ
1
場
を
純
て
後
川

・
南
保
境
界
の
肥
川
似

伝
い
に
一
内
ぴ
徳
川
へ
下
る
コ

ー
ス
と
叫
り

ょ
う
山
、
小
川
温
泉
へ
結
ぶ
コ

ー
ス
一が
と

れ
る

一
日
コ
l

ス
で
す。
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「
戦
傷
病
者
（棄
の
場
合
）」

「
特
別
給
付
金
が
改
正
し

ー
手
続
き
は
早
自
に
｜

’v中
学
絞
の
邸

じ
胤
h

リ
発
川
機
の
ぷ
什

（小
川
小
判
乍
ク
．
，
ゾ
）

内
卜A
蹴
Mm

…1・千
ル
．～
1
刈
川
の
湯
沸
し
烈

（小
川
中

M
P
I
ク
ヲ
プ
）

ハソ
川
崎
川
辺
の
れ
然
制限黙

八
出
ポ
イ
オ
ン
限
度
と
拍
物
の
関
係
〉

（日
山
小
科
門
f
ク
フ
プ
）

労
働
大
臣
表
彰
の
栄

テ
ー
ラ
ー
オ
カ
ザ
キ

米
あ
る
よ

muh火
仰
を
党
け
ら
れ
た
も

ωで

す
り

小
中
学
校
科
学
展
開
く

優
秀
作
品
を
県
大
会
へ

昭和 5I舘 JO月 I0日
月刊 （徳月 刊日舟行）

ま
た
、
向
山
か
ら
は
、
め
パ
川
八
卜
川
町

内
将
校
能
続
伐
卜
入
会
へ
従
来
同
の
仙
U
引
先

行
さ
ん
が
、
作
服
部
門
に
山
場
さ
れ、

問

崎
さ
ん
も
第

一
州
大
会
に
続
い
て
市
山
県

の
選
手
団
長
を
つ
と
め
ら
れ
ま
し
た
u

H

心
身
鱒
害
者
雇
用

優
良
事
由
育
所

H

第
十
問
同
明
日
町
小
中
川
子
校
川
学
泌
覧

会
は
．
九
月
．
．
 
卜－
J

－

1

・・
の
．． 

口
問

朝
日
町
山
中
交
政
協
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
聞

か
れ
ま
し
た
。

今
川
は
、
A
L
舵
的
に
籾
や
光
川
ー
の
で
4

を

か
り
ず
に
研
究
テ
l

y
を
き
め
て
ア
、
験
や

観
察
に
と
り
く
ん
だ
れ
川
が
多
く
、
ま
た

γ
ど
も
の
符
え
を
A
h
山
に
川
し
た
れ
‘
一七
的

な
学
何
の
什
．
々
が
一川
制
さ
れ
て
い
ま
す
。

溺
優
秀
作
品

（県
出
品
分
J

V
小
学
授
の
舗

の
あ
さ
が
お
の
か
ん
ち
つ

〈笹
川
小
．
年

折
作
品οょ
の
〉

0
・は
ま
内
ζ
に
つ
き

〈川
崎
小
．． 
M
小作一
－Q
什
）

O
ヒ
マ
ソ
リ
の
か
ん
さ
つ

（川
小
．
．
 
作
松
本
か
よ

f
）

nvヘ
ナ
マ

と
ヒ
ー
ワ
ク
ン
の
か
ん
さ
つ

（
川
小
一
一
．
年
柳
ド
利
絵
）

川
刊
倒
病
者
の
妥
に
対
し
、
特
別
給
付
金

（バ
作
倒
避
の
国
債
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

次
に
談
判
す
る
方
は
、
住
民
課
削
柑
，係
ヘ

一
、
先
に
戦
傷
病
者
の
委
と
し
て
特
別
給

付
金
を
受
け
た
万
、
そ
の
同
偵
の
的
躍

が仰
わ
っ
た
時
点
で
、

継
続
分
と
し
て
特

別
給
付
金（一
三
十
万
円
又
は
十
五
万
円
）

；
先
の
特
別
給
付
命
に
は
、
非
諸
刊
訂

と
な
っ
て
い
た
満
州
事
変
関
係
の
戦
倒

的
利
の
裂
に
も
継
続
分
の
特
別
給
付
金

つ
．卜
lN
川
又
は
十
五
万
円
）

一．．
 
、
附
利
間
十
八
年
四
月

一
日
明
作
戦
傷

州
稀
と
し
て
傷
病
問
恩
給
、
肺
門
作
A
W．等

な
曳
給
し
て
い
る
者
の
安
に
、
新
た
に

特
別
給
付
金

（十
万
円
又
は
む
．力
川
）

な
お
、
先
に
特
別
給
付
合
一
（
十
・力
川
U
人

は
五
万
円
）
を
受
け
た
々
に
は
文
給
さ

れ
ま
せ
ん
。

勇さん岡崎

消
防
団
の
秋
季
演
習

十
一
月
七
日

（日）

全
国
表
彰
に
輝
く

朝

日

町

善

意

銀

行

第 25 4号

ζ

の
ほ
ど
心
身
障
待
必
M
川
俊

μ事
業

所
と
し
て
、
朝
刊
町
伝
川

「
テ
｜
／

1
お

か
ざ
き
（
阿
崎
品
川
さ
ん
粁
岱
）
し

が
、
労

働
火
刊
以
杉
弘
官
受
賞
さ
れ
ま
し
た
っ

岡
崎
さ
ん
は
、
か
行
が
．
小
川
山
な
身
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
山
分
と
川
じ
滋
過
の
人

た
ち
を
従
業
員
と
し
て
州
わ
れ
、

．
日
も

叩
い
社
会
但
怖
を
願
っ
て
、
山
本
朕
川
織
の

午
活
を
さ
せ
て
い
る
な
ど
、
心
身
蹄
得
者

の
服
用
促
進
に
つ
と
め
ら
れ
、
今
川
の

制
H
町
全
域
に
お
い
て

m防
川
秋
季
附

刊
を
行
い
ま
す
の
で
、
叶
イ

ν
ン
を
火
災

と
川
H
M
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
n

V
自

民

吋

1

．
H
じ
け

（川）

ん

1
仰
七
川

〈－M
門
的
山
い
け
｝

－川リ，
a
t
、h
E
S

－－
．． 

、，，

．．
 
汁
N
H
e

－
－
川
f
J
a

・

1
・w
l
k
ー

ま

t
1
品
川

1

r
fl

分
（
消
防
事
什
イ
レ
ン
吹
田
川
〉

当
川
、
午
凶
八
時
．
ペ
ト
分
か
ら
卜
J
附

：
卜
分
ま
で、

明
日
町
ふ
に
械
で
消
防
市
中
が

政
収
訓
練
を
行
い
ま
す
の
で
抗
た
く
物
等

が
ぬ
れ
な
い
よ
う
山
怠
し
て
く
だ
さ
い
。

明
H
町
醤
滋
銀
行
は
、

こ
の
ほ
ど
八
l
凶

抑
制
以
協
会
か
ら
A
K
同
国
間
・
以
い
れ
行
の
ひ
と
つ

に
選
ば
れ
、
聞
か
し
い
八
仁
川
炎
恨
の
栄
併

を
う
け
ま
し
た
～

な
お
、

例
円
町

m
S銀
行
は
、
附
和
問

卜

一
年
発
川
以
米
ト
川
作
を
迎
え
、
川
氏

名
仰
の
山
内
芯
に
文
え
ら
れ
れ
%
な
必
阪
を

と
げ
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
．
制
の

ご
用
解
と
ど
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
q

ひ

(5) 

さあ

朝日町長中 川薙 一

的絹院に勤務する抜nu師及び看護婦の係刑につい
て、汐くの波舗により募集を行いますの

I. 磁区分と採用予定人員

薬剤l節
助産婦、看霞婦、；雀看麗婦

応募資絡

i免 許 資絡 ｜年齢

1音信斤IJC1U法に2訟つ．く業河川rfiの ｜制和27'<1'4} J 
~却を現に街している省、 1 2 円以降に＇I'.

または昭和52fド3/Jまでに ！まれたお
受験資絡を取得見込のお τ 

保健婦、助産師、看.. 穫品w~ 昭和22仔. 4 月

に感づく助d主婦、宥2護婦及 2 ! I以降に＇I:
1 Ui11~fl：獲射のいずれかの免 ．まれた詫

看謹錫｜I .itを現に千ヨーしている話、ま ’
；雀看護婦｜たは｜附利52年3月までに’芝

験資絡を取得見込の.r.

11.t、銀資的のWm、l!Plirt.1:.:c・｜弘事ff!＇：＇年その
身上調査 ｜! f也について淵怪します。

I ｜採川決定r；には、 点
採用通知 11111羽151年111j下fリ｜
I ! 1r1iでj並列1しますυ

ひ（の問類を，；何rn汀役場総務課に挺Illして
くださし、。

(1) 腹腔融（til .i.6~iJ 6か月以内に煩った

申込方法 ｜ 本人と縦認できる写真 （上半身、 JI均株！

｜ 」正面向、縦幡、横4.5鰹）をはってく
I t.:'.c;v¥o) 
(2) ；：，＼.：常：笛写し（または在学証明書）

｜附和51年10月14日（木）から周年10月30
受付期間 ｜

11ヨ（土） まで受り付けます。

に

路

行

援

す

に

ま

物

ぃ仰

を

必

刊

か

し

人

別

考

夜

に

を

わ

命

て

例

選

。
検
行
度

J

検

汚

し

て

り

す

体

逐

版

ど

て

選

と

い

よ

ま

身

務

健

か

い

3

1
・卜

つ
に
い

2
臓

は

る

っ

す

所

院

血病…

場

泊
院吋

作

川

民
J

l
I

利

片

fl 
名

5. その他
J下訓については、明日町役場総務課または伯j~.j

院事務宅に問い合わせください。

法

報
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広
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剤師、看護

保周募集公告

朝 日 町－

方

選考の日時、渇所、方法

（！；巴岩手者－

にその掬i

l主i泊？：11し

ます＜・ ) 

．同和32年 8月aa 
第..，耳慣勧店前

受付申込手続

間和5Jff.IOJ-JIO日

1日

薬

直接及び

身体倹査

動産婦

議剤師

2. 

3. 

4. 

5 
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整備を促進
6億 9千万円 、昭和50年度決算
．‘’ ・ 'I. ·~h. . • . //1 · ·，.~ ， ・，.，，＿，，， 'I'// ~ .. ＇＿＇，／／／，’・／.－1' "///,. a，”””’・”’＂／／；／／／，＇’.＇？／／／／N;,NNI／／／，”’：，－＇1././N／，，，，自，，，，／／／／，，，，，，’ー’.，.//// ....”’・’・’2・，，，f ’ ,•/ . ＇／／，・’， ．’・ ・”J”””’－－＇・ '/' 

前年度に比べると、 歳入

歳出

4億2.141万円、20.2% 

3億5.706万円、 17.7%増加しましたu

会計別に、そのあらましをお知らせしますし
/INN/,1/////.l///l//////'/l'///11, 1/1////N•U//N//'I/'.' !/, ＇＇”””~－ ///' ／／，＇’F，，・／／／＇＇t/I'／＂，，，，，，，，，，，，，ー’・’・・－_.,.,. ...’，，，.，. "'I.・' •,-, t. ' ' ，． ，ぃ•／／／／＇／／／＇.I’·＂＇ .. ，，’＂＇／ ,, , , 

－地下水調査と環境美化 584 
－；白病院事業への出資・助成

．簡易水道事業への助成
2. 137 
4 71 

・都市計画街路事業

．道路新設改良事業

~宵傘伸の鑑傭
－町民総合グランドの建設

．公民館の建設

・教材教具の充実

．文化財の保護

fl鶏畿鯵の蜂傭
．農業構造改善事業

・農工一体化推進事業

．林道の開設と舗装

・造林事業

－山村掻興事業

・漁港改築事業

．商工掻興

3. 0 1 3 
7. 2 4 6 

1. 1 1 3方円
3. 34 3 
2, 3 0 6 
235 

2億2.6 8 5万円
3. 0 3 0 
6. 137 
3. 2 7 5 
3. 51 3 
362 
971 

<l目的男lj[> 

（日）

郷土の係金
・消防自動車購入事業

・がけ地等危険住宅移転

．災害復旧事業

460万円
5 1 5 
506 

！，；.どであη.7i:-er<・ 
これらのほかに . ID吠｜創 ・w~~ ＇リl l (!Z4 .4097; /ll や ． う~ r占＇t~ 8. 

8?9Jj 11 1はどが、 ；，＼ II ＇， ／ ~ ＇.めの iーなものでありEす

特別会針
歳入
万円

・国保会 計 40.649
－診療所会計

・簡易水道会計

－用水会計

金S議会計

収益的収支

資本的収支

計

4.132 
961 
254 

（；自病院）

歳入
万円

79.416 
3.118 
82.534 

歳出
万円

38.151 
3.942 
914 
242 

歳出
万円

79.876 
3.118 
82.994 

差引
方向

2.498 
190 
47 
12 

差引
方円

460 
0 

’460 

[l~民健康似険特別会計

同県支出金

245.442千円

(GO 4°・6) ／保険悦

{J0.7°ol 

406.491千円

38 I 5 I I =f-「！Cj

医療費

353.834千円
(92. 7%) 

6 
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社会福祉の充実と産業基盤の
投資的経費に

•l/////////l////N/l//Nl/l/l//ll//l/l//ll/////l///l/l/l//N/N/l/l/l/l/l/l/l/l/l//N///////N//////////Nl/l///l//l/l/l//////l///////l/l//////l////////l/l//Nl//l/l///////l/l//l/l///l/l//l/l////l////l// l/l//ll/l/l/ll/l//l//////l/l///l/ml/N////NNNll/ 

く〉あらまし く〉 昭和50年度の決算規模は、
歳入

鼠出

一般会計と特別会計を合わせて

25憶 910万円 （前年度20憶8.769万円）
23憶7.372万円 （前年度20憶1.666方円）で、

W//l/llllHl/l/Nl/N/l/#{/////////l//l/"///l/l/MW/l/N/l//l/l/l/l/'1/l/Nl/N/l'NNNNl/Nl//Nl/l//ll//lll///ll/,'////l///l/ll///ll/l//l//t.'l/l//l/l/////l///l/l//ll//ll///N///l//l/l///Nl/////l//ll////l//////l///N/l/l/l/l/N/mNl///l/l/"/NI/ 

：：~~鋤会術

。収支 1億625万円の黒字
附利so~rnrの舟＇.H~3「iJ!.W：古'iii立、
必人 20f!N. 912万Pl＜前年l度17（住 23}jl'Jl 
縫tll 19偲3.9日乃ii'J （両i111:1r.rI 6fi'!5. 418 hi’｝） 

でぶ入では3lt14.889万円、 20. 5＂，，のJ明、 ~~II'.では 2！を8.531 J J 
I 'J、17. 2"1'の僧になりました。
h証人から成II'.を・ぷレj11、たl反立は、 l({1:962 J ii 'lの余県l陪11・し
ており、これから明，}'f-総選等のための吻rn交へ級越すべき財似
336h川をぷしづI~ 、た実質収支は. l (f!625JjtJJの烈’子であり、
riir作成の烈乍制（4.233Ji11J)と比べ、 6.392 Jj川別加していま
す。

乙の実行収支1 （~6257i!llのう宍H;Kの財政の淵，幣l?i~と して
5.313Jjl1Jをb'1み似てて、自1!1:1財政任l杓ケしていtni:すい

勉方突付~ 6億9.305万円
白星人決怖のうち、 l役も移いのは、地／j交f.I枕6W9.3051ii1!
で、r'1iJ-lrJ史J；り8.139Jil'l.13 JC!11の榊とえtη、必人（／）34%{.:・
しめていますの

次いで 、 114 ・ U,UOl \17の6 (1~ 1.787 }ji'Jで、1w1-:1c：よりも68・
1%の別で、成人の30.2'!-uにあたります《
町税は、 3tを8.224万川12 5%のWIで、成入の18.7ずるにあた
η、ζれをPlfL-(1人向りにしifすと、 20.0311'1となり、町民！人

九 歳入の状況 （

分担金及負JO合
124. 767千円
(6.0°0) 

(7) 

吋りの行政経後101,640円の19.7%に柑山Iします。
ζのほかに、保育料5.725万円、造体事業、林iti 'H業やt.~in
・H ~＇＂＇どにあてた分担金 6 . 751万円、泊＇ferifr設改l:J.＊~· 公LI.'.
((fl ill.投射策、庁1防iう動'-fi.U湾人事業などにあてるよてめのlllf悩7.33
0 Jil 'lなどが、｛長入決算の j：なものであηま・4「I

。投資的経費は

6億9.154万円
i~！ l \ /J~ 昨をl 1 rmJ11でみると、 i見体1／~1!(＇$；岱. L~ ＇ l.'l~、教（J代

1女ひ・総務貨の問つの経費で、全体の74.7 "oをしめています
妙。こ、性質~）Ifに分類すると、 J長二mrr-1粁＇｛~44.7句、 f'il:l"trドj息子t'(
35. 7%となっています。
ぷ/I'1の内科を、 「＇ I ：吊－~累犯の格術j 、 i教向条例・の抑制It

I J1U'ZJ，~総の格的. I I•立ぴ l 郷 l：のf~~、tiの附人的b約Jllにその i
Mむのを夕刊併しますと、

~稲環織の鐙傭

－高令者医療費

・保育所の運営費

．事L児等医療費
・児童手当の支給

－予防接種と住民検診

7. 9 5 1万円
2憶 I.4 7 5 
51 6 
1. 4 8 4 
587 

、歳出の状況

く3性質別I>

建設事業費

691, 549千円

客員 ¥(35.7%) 

I, 939, 502千円

(I 00%) 

人件費

631, 030千円

(32.5%) 
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〈秋さわやか各地で運動会〉

i’kもたけなh、IHf内の('ttl•＇下時でtti （~lの大運動会か-irnか

H:tしたっ

外主主！去にt}JtJ；｝，、るが、 ［仁淀 ｛~iHもはなやかで、 ti；と F

( ~I の八ヵ：im.r.11{i:11・fん℃いる，上うでした。

くふるさと歩道記念歩こう会〉
「l間11ふるさとYiu」幣術事業が完！Jxし、 9パ2311，二，記
念歩こう会が開かれましたη

込iHは、 〈主筆コ一戸白の七•Ti fl色〈ヌ η ！ Iでainさ；のテープカァ

：・ があ il、ζ.{'i lfl u.・約 120人カ・参加し、1ま仁めての）j;.j益を
似~／）の縦燃やj岳望ぴ）般観tr:·•~ しみヲまし t.こ

峰窯
：祭悦のq1有f；川削；：・－、担’：，変4：ング．．で ．：前＇.~売防·l~＇；教包宗今b、llll.；’

フ~l ;:tし1‘てい
・:C:，滞r.l主、つきもUiJ>Y＜しき在，lはわい、却、険制.Jir.を1・4に
” i γょうと 、 なれない F’＜~で 一i；をこねていたυ
このあとお詩人を対象v>1.W¥Jの陶ぷ教引がllflかれましたp

教室〉陶芸でー， 
＼ ーーー

日交通課長委嘱〉
1').：、の令l!il：乙I通aムー合連1l/JのJQJll-¥J1j1、話人 ／1 ~j －；’ ~1に人保留E

~·t,長から－日父iill課長を委嘱きれま した。
阜A室、関係者から符内の状1犯の説HJJをそけたあと、州日

交通トモm119rで、スピードj空！豆、iltl:fl'；也！えのlfxり締I）の状況
をぬ？；三 :;ci1J.i安土（｝）酬し、毎朝Iたにされました。
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中
央
農
協
チ
l
ム
優
勝

三
町
長
々
杯
野
球
大
会

第
七
ハ
川
ド
新
川
：
・
町
々
民
訴
野
球
大
会

は
、
乙
の
ほ
ど
字
公
月
町
を
中
心
に
削
似

さ
れ
、
制
川
町
山
中
山
人
農
協
ナ
l
ム
が
、
決

勝
戦
で
新
和
工
業
チ
ー
ム
と
対
戦
し
、
延

以
俊
秀
投
手
負

最
近
入
札
さ
れ
た
百
万
円

以
上
の
工
事

て
欽
仁
川
地
縦
改
－M
l
J
P
（内早川町
地

内
）
工
制
打
賞

制延．

L1 i長

一：，• ）~ !.; 
Ii. 11 J 1じ
米 Ii. : /¥. 

1・ Ji 
州 Ii.I’l 
米｜｜

) ! 

多
体
協
だ
よ
り
物

町
民
体
育
大
会

十
月
二
十
四
日
（日
）に

開
催
し
ま
す

第
十
五
川
町
民
体
行
ト
へ
んれ
は
、
十
月
二

十
附
口
（
日
〉に
、
こ
の
ほ
ど
完
成
し
た
町

民
総
伶
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

す
が
、
E
忽
細
川
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
市
問
．L〈の
出
場
合
は
、
十
川
・
二
十

一

日
（
日
〉
に
延
期
し
ま
す
。

a

’m筏
種
目

・
小
学
校
内

nδ
μ綜
点

．
中
学
校
h

ハ
の

δμ
継
点

。
リ
ン
グ
パ
ス
織
広
（
引
段
以
上
）

．
川
派
白
川
遊
戯

O
間
巾
宙
物
総
定
（
年
船
山
山
）

．λ
×
U
継
必

O
百
年
八
ハ
X
U
M綜
定
〈
お
級
以
下
）

．
政
筒
隊
パ
レ
ー
ド

・
姉
人
会

（制
口
町川
一州
）

O
Uれれ
－K
人
れ

（日
刊
ぷ
以
上
）

．
一
、
h

ハ
ハ

δ
M鱗
必

－
訂
作
間
（
珍
代
附
印
刷
鉱
ι札
〉

O
綱
引
き

〈お
成
以
卜
．
）

。
せ
ま
き
門
縦
走
（
お
川
崎
以
上
）

－
ジ
ャ
ン
ボ
ゴ
W
フ
（
印
此
以
上
）

O
年
齢
別
男
子
て

ハ
行
）

O
M
縦
必

（

O
印
は
旅
行
…
狐

H）

、．一

結
婚
シ
ー
ズ
ン
の

い
〈
小
久
け
や

t
一

…
眠
、
日
曜
日
一
は
お
仰
い
況
械
で
〆
イ

一

一
ヤ
N
－
一
？
な
も
た
い
へ
ん
込
み
の
い

一

一
ま
す
。

一

一

せ
っ
か
く
の
別問中也
も
式
に
遮
れ
て

一

…
は
大
倉
で
す
。

一

一

早
く
か
ら
日
ど
り
の
わ
か
っ
て
い

一

一
る
と
き
は
十
円
前
か
ら
打
て
る
「
配

一

一
泌
い
附
指
定
屯
縦
」
を
と
利
川
く
だ

一

一
さ
い
。

（川
W
M屯
報
呪
訓
同
〉

…

祝
電
は
お
早
め
に

1
＝一、
回
目
的
が
l
l！
”

－

す
い
て
い
ま
す

l
L

朝
日
町
善
意
銀
行

役
会
福
祉
乱
の
治
進
の
た
め
、
次
の
か
た

が
た
か
ら
慈
窓
の
品
川
必
が
あ
り
ま
し
た
。

と
ζ
に
厚
く
お
H

仙
巾
し
あ
げ
ま
す
。

也
万
円
也

熊
川

浦
図
与
三
次
隊

朝
日
町
必
窓
銀
行
m
h
U以
米
ト
ー
か
年
の

水
き
に
わ
た
り
引
続
き
慰
人
の
小
川
し
げ

さ
ん
の
命
日
に
そ
の
御
日
間
簡
を
祈
る
た
め

社
A
信
組
の

m進
に
役
N．て
て
下
さ
い
と

預
託
さ
れ
た
も
の

衣
類
h

ハ
ト
附
点

棚
田
町
婦
人
会
殿

阻
ま
れ
な
い
人
法
の
た
め
に
役
以
て
て

下
さ
い
と
預
託
さ
れ
た
も
の

聞
が
山
山

曲
官
明
会
教
団
高
岡
支
鋭
蹴

会
U
の
修
業
等
に
よ
り
鎮
め
ら
れ
た
浄

財
を
必
ま
れ
な
い
人
達
の
た
め
に
役
立
て

た
い
と
預
託
さ
れ
た
も
の

五
千
円
也

竹
内
洋
子
外
二
名
殿

鈴
側
報
労
金
を
社
会
稲
川
似
の

m進
に
役

刈
て
た
い
と
預
続
さ
れ
た
も
の

診
が
九
百
千
五
百
円
也

朗
自
町
商
工
会
串
同
年
郵
政

あ
さ
ひ
祭
の
納
涼
の
ど
自
慢
コ
ン
ク
l

戸
の
波
謡
シ
ョ
ー
の
収
益
金
を
瓜
ま
れ
な

い
人
達
の
た
め
に
役
立
て
て
下
さ
い
と
．m

託
さ
れ
た
も
の

川匂下
六
百
七
姶
管
円

ω
笹
川
竹
内
秀
掌
般

長
年
か
か
っ
て
集
め
ま
し
た

一
円
と
五

円
縦
貨
で
あ
り
ま
す
が
社
会
制
枇
の
た
め

に
役
立
て
て
下
さ
い
と
預
託
さ
れ
た
も
の

め
万
刊
也

道
下

棒

弘

文

般

逝
く
な
ら
れ
た
亡
父
文
三
さ
ん
の
供
血
震

の
た
め
寄
興
返
し
の
一
部
を
社
会
制
似
の

m進
に
と
預
託
さ
れ
た
も
の

ト

ν
i
ニ
ン
グ
ズ
ボ
ン
ニ
0
．． 
点

荒
川

込
属
新
作
縦

台
風
十
七
号
の
彼
災
者
の
た
め
に
役
立

て
て
下
さ
い
と
預
挺
さ
れ
た
も
の

訂

正

と

お

わ

び

九
月
号
表
題、

犬
猿
庄
小
学
校
の
必
穆

の
う
ち
、
「
明
治
＝
十
三
年
に
高
写
利
が

投
世
」
と
忽
っ
て
お
り
ま
す
が
、

「
明
治

一－
－
十
．
，
年
」
の
思
り
で
、
乙
乙
に
刈
正
し

て
お
詫
び
し
ま
す
。

8 
。。
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こ
の
た
び
佼
聞
の
陶
ぷ
教
室
に
い
航
い
て

家
低
の
婦
人
を
対
象
に
し
た
M
聞
の
例
代
以

教
本
が
開
設
さ
れ
ま
す
。
受
講
希
引
の
ん

は
、
岡
市
め
に
巾
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
内

な
お
、
夜
間
の
陶
京
教
室
に
つ
い
て
も

申
し
込
み
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

’v開
際
日

十
月
十
九
日
（
火
）

中」

務
朝
日
町
文
化
祭
開
催
に

つ
い
て

M 2 5‘号 ．．

V
期

日

十

一
月

一
円、

一一
川、

．．． 

H
 

V
会

健

司

朝
日
町
制
社
セ
ン
タ
ー
ほ
か

V
M惜
し
も
の

枕
総
展
、
作
伯
川
町
、
刷
ル
ム
版
、
街
化
炭
、

郷
上
作
家
尖
術
凶
、

H
川
泊
以
、
小
中
学

校
美
術
阪
、
尚
校
先
術
川
政
、
築
会
、
如

何
阪
、
品
山
会
、
俳
句
〈
添
い
J

ひ

後
三
峰
焼
陶
芸
教
室

の
開
催
に
つ
い
て

（昼
間
）

きあ報広’Bl和32• 8月ea 
.. • 3 ..使・B町

v
－R鎗
日

毎
月
一
．川

（抗
．． 

、
情
的
問
火
山
肱
川
）

V
臨
時
間

午
後

一
時．
1

十
分

t
．．． 
川
：
・
卜
分

va・
所

佐
川
附
ぷ
似
楽
セ
ン
タ
ー

V
指
場
内
容

①
十
聞
に
て
滞
日
中
川
終
，
i
（綜
印刷，叶）

①
手
作
り
の
成
刷

①
ロ
ク
ロ
に
よ
る
成
刷

＠
本
焼
に
よ
る
桃
山
川

①
作
品
燥
、
外
地
貨
の
貼
川
千
人
以咋

va耳
鳴
料

月
額
一一
，、
0
0り
川

（
材
料
、
折
ゆ
料
な
ど
の
費
川
）

V
申
し
込
み
先

供
川
陶
ぷ
組
合
（
晶
口
一
．1
．． 
九

一
八）

後
昭
和
五
十

一
年
度
後
期

技
能
検
定
の
お
知
ら
せ

服
製
作
、
枝
川
（
製
作
、
ベ
ニ
ヤ
レ
l
ス

石
材
加
工
、
．
れ
悩
り
、
作
小
柴
子
製
造

利
生
瑛
子
種
造
、
消
削
製
造
、
大
工
工

事
、
建
築
配
符
、

mわ
く
工
事
、
鉄
筋

工
明
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
防
氷
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
系
休
仕
上
げ
、
カ
1
ペ
y
ト
床

仕
上
げ
、
ガ
ラ
ス
工
事
、
テ
ク
ニ
カ
ル

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
、
機
綿
製
関
、

制
織
試
験
、
殴
金
属
災
－
U

苛川
（製
作
、
油

町
装
置
調
態

va安
検
由
守
備
．
の
受
付

十
月
二
十
三
日
（
合
）
か
ら
十
一
月
四

日

（
本
）
ま
で

V
由
甲
園
間
・
冒
の
岨
提
出
先

日
山
県
技
能
検
定
協
会

（〒
蜘
白
山
市
新
出
町．

j
H凶
の
一

一

十
一
一
嵐
山
県
内
I
会
館
内
）

そ
の
他
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
出
山
県

職
業
訓
練
課
げ
人
は
白
山
県
技
能
検
定
協
会

（雪
国
山
一一一
．． 
｜
九
八
八
一一一
）
へ

お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

後
高
等
職
業
訓
練
生
募
集

県
立
白
山

・
川下
…部

・
Mm野
高
等
技
能
学

校
で
は
、
次
の
よ
う
に
訓
純
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

V
募
集
科
〈
期
間
一
年
）

機
械
、
機
械
製
同
日
刊
（
福
山
）

・
け
励
唱
曲
m
備
利
（
川
…
・
浦

・
一削野〉

V
出
願
期
間

ー
け
．
0

十
七
日

t
1川
一一
・十
日

マ
資

格
向
等
学
校
小
業
υλ

は
凡
込
み
の
者

V
入
校
臨
時
期

昭
和
五
十
二
年
凶
川
上
旬

V
問
い
合
わ
せ
先

公
共
職
業
安
定
所
、

Mg川市
ω筏
能
学
校

X
は
富
山
県
職
業
訓
縦
訓
へ

相
談
ご
と
ご
案
内

一〉
行
政
相
餓

日
時
毎
月
第

一
火
曜
刊

午
前
十
時

t午
後
三
時

四
吻
所
朝
日
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

マ
人
権
法
律
相
餓

日
時
十
月
十
九
日

午
後
一
時

t午
後
凶
時

国
初
所
朝
日
町
福
枇
セ
ン
タ
ー

マ
心
配
ご
と
繍
餓

日
時
毎
週
火
曜
円

午
前
十
時

t午
後
三
時

朝
日
町
祖
祉
セ
ン
タ
ー

宮

一日
．ー

O
一
九
七
六

今γ総録数議融緩線機総得1鋭機軒、協

場
所交

通
事
故
巡
回
相
談

①

日

時

第

一
、
第
一一一
月
曜
日

午
前
十
時

t午
後
一一一
時

四
樹
所
黒
部
市
役
所

①

日

時

第

て

第一
一一水
雌
日

午
前
十
時

t午
後
．
一一
時

場
所
魚
印
県
総
合
庁
舎

議：v在、ぜい

場
守
吋
4
手

苧
秘
h
g
U
明
吋

~－ ~ 
~·：で
《た
~－~ 
~~＇， 

（
附
和
五
十
一
年
九
月
十
五
日
制
作
）

お
す
こ
や
か
に
（赤
ち
ゃ
ん
属
生
）

上場~ ljl境

賀智 .iEJ克
養
子夫人人

議大 7.k;J< 
野平 j誌島

llfl f：徒数
二ぷ制人

長以：民
女 1,,1.・リj勿

町

ゃA対弘

｝持金 ？！？． 柳羽町，・，・.：桜平平上 下 荒来上
川枚 尚 柳柳道道川政
新山崎 flI入保野町 二 － I'下 一 野町

4佐’

似 岩金砂 ミテ涜：
建問森田悶川
ve岡
田

河

南

部

時

春

篠
旧
美
津
夫

南

部

良

雄

長
崎
博
隆

一

大
久
保
武
文

前

川

和

讃

住

吉

辰

夫

山

崎

久

夫
貞 孝正明 E
光誠志勝彦義

お
し
あ
わ
せ
に
〈鎗

O凶
犯人

w
f

0
・卜

山

新

入

器

町

松金線来

平森建上

考：~光磁

了－リ｝ u ~ 

お
く
や
み

O
彼

川

O
依

川

O
東

下

町

O
東

下

町

O
清

水

町

O
栄

町

O
中

道

下

O
山

王

O
殿

町

O
大

家

庄

O
下

山

新

死 二 長 二 ご．長長
女男~女女男

）
 
－
 
l
 
（
 

泳三；｛ャj’ ~I~ ！ 
j」ー部改正になりました」
( = 10月1日から ＝

10月1日から列車の時刻が択のよ

jうに一部改Eになりました。
l o下り 1911~i
列i転が190守20分発に

io下り！引r!r35分発長附frt1q引時33分 J
l 弛（越rfriif附駅は 1911年39~~売に）
；に v
；（〉いままで予i印1・i.t1,1Jだつた、 .，，.り 6 カ、械俄カ：造史制 ’俊

; II、
; び－＇・.り 8ll!i-09分発人．阪ii' （、＇(III 1 ~）： 、併ii11/j：御 t誘

政冷、.nボ ；，f'!/,
! り）は、 i.i::lQJ)ilJH1として1if.r印刷以 、l!.Uill修 l拘1
されることとなりました 糾！？沢，世 Jll!Iレ前

. I: ＇－＜＜機、縦附； 川駅関係の改11：は以上でありま n: .~.~械技
メ亡拘！？終日機欽

すが、 ；｜じ｜熊本線、文線、｛till!制で 。 Jl~ 機備制械釧
！品~ ~督、作検然； 一部改II・－がありますのでごn：芯く 作施雄、表処

ださい。 、工 業縫、 J!ll
潟｜、機製け

四長 て 長長長長長二
女女女男女男女女関

恨め汚尚宏~；－~知い
ぐず

J.；： み IL~ 純子総子み i除感史透 Mr 得 1政

T r'Yfr剛光 IJ'.
鎗亡

）

折
谷
い
と
〈
邸
）

長
井
作
太
郎
（
剖
）

川

上

限

（

的

）

大
村
せ
き
〈
制
）

山
田
政
利
（
引
）

金
森
文
子
（
灯
）

裕

文

一．．
 

（灯）

水
野
留
作
（
花
）

湯

口

ミ

ヨ
（
的）

川
端
太
古
口
〈
糾
）

広
沢
清
九
郎
（
乃
）
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…みん

さ

（決められた日時に受けられない方は）
最寄りの会場で受けてください。 ／ 

報ーあ開和32年 8月日日 付4

第 3till郵便物寵冒I－－一ー ー 山

の 保健な

｜対象者｜日 Cff≪l)I時 表日
歳児検診 If'.J 48年 8月生 I1 gc火）｜午後 l 全 地 区

｜至48年 9月生1 I 1目：oo～＿3:_0p
白50ff-2月生 ！ I L下後 I 境、宮！崎、彼川

I 21 （本） I I 金51年 5月｛j:I I I: 00～ 3 :oo ! 的、五節店、間保

己目駅欠で竺竺｜明。～ 3:00j想Ecr1十股業センター l
｜白49fド（1月生 ｜今後 I I 

1 歳児検診｜歪50年 10月生 26（火） I I :30～ 3:00 ！大家庄 ｜犬家！主農協

3か月児検診 1s，年 7月生 I28（木）141：号。～ 2:00 全 地 区 ｜福枕セングー
｜ ｜午後 I 9か月児柑談 Is 1 '<f 1月 生 28（本） ｜ ｜ 
I I 2:QQ～ 3: 00 I 

会場｜

福枇センター ｜母子手帳 持参

福祉七ンター ｜母子 手 帳 持参

考備区地象先j

0 月〉
業

投

母子 手 帳持参

I .200円

く

事

3 

母子手帳持参

検資料

ほ てf手帳 持参

クワ

子

術

毎

今
月
は
町
県
民
税
生

者_I 1 （月〉｜官。～ 3_:oo I五箇l王 I i~~±＼話｜陥料
者 I1 c川〕｜情。～ 3:ooI五筒庄 _Ii白色原 ｜検疫料 600円
｜ ｜午後 ｜ ｜黒部保健所
者 Is＜金〉｜ ｜今地区｜I I I :OD～ 3_:QO I I ｜山支 i9r

者 I12c金〉 ｜午前 ｜蛭谷 ｜南保小手校
I I 9・：oo～11目：ooI ｜蛭谷 分校

予｜ I I 1s〔月〕｜午前 ｜宮崎 ｜宮崎小学校
I I I 9:00～11目：ooI I 

防｜婦 人検診｜希 望 者 i1 sc木）I l~得。～ 3:0_0 I野 中 ｜藤塚公民館 ｜検査料

百ヵ~－診希製者向司~~～1 ~ ： 00 「L 保 -1；~吾妻3下両函
::1 3 絞児検診 148年 10月生｜｜似） I L1；号。～ 3:00I全 地 区 l福祉センター ｜ほ 子 手帳持参

｜ ｜ ｜午後 ｜五臨床、前 保｜
百日l咳、ジフテリア、 I2歳～4絞 I sc金）｜ 1 :30～ 3:oo I 大家Lt：、山崎 i農業kンタ一
般協風予防接梅 ｜ （個人通知のあ ｜ ｜ ｜ ！ 

l った人） I a（月）｜午後 ｜ 境、 宮崎、彼川 ｜ 福間センターI I I :00～ 3:00 I 伯、五箇庄、！引込 I 

｜午後 ｜ 4（木）｜ ｜ 大家住I ~ ： ~o～ 3: OD I 
｜午後

8（月） I 2:30～ 3:00 I ii.I 附
12（金）｜午後 ｜蛭谷
I 2:30～｝＿：oo 1 
｜午後

15（月＞I I 2:00～ 2'.30 
16（火） ｜年優一一 ｜ 大家圧 ｜ 大家庄小学校
I 2:00～ 3:QO I I 
｜午後 I I 17〔水〉｜ ｜ ｜桜町保育所
I I :30～2:00 I I 
／｜可愛 ｜ ｜ 

｜ 五筒庄 l五箇庄小学校2:05～ z:jO I I 
午後 ｜ ｜ 

｜ ｜間部保育所
2:50～3: 30 I I 
｜午後 ｜ ｜中 央農協18（木〉｜ ！山崎 ｜ 
I 2:30～ 3:00 I I 11.1崎 支所

19（金〕｜午後 ｜泊 ｜職 工会館
I 1 :oo～ a:oo 1 1 

｜午後 I . 
19（金）｜ ｜南保

I 2:30～3:00 I 

福祉 ヒンター区h
且
L
J
 

f、
斗二

大家H；小学校

li:J火 農 協
山崎 支 J好
関係小学技
能谷 分校

宮崎小学校

600円

母子手｜脹 持参

ほ子手｜阪持参

検査料 600円

500円

500円

600円検査料

望

望

望

望

f青

－一山

↑
希

希

月＞

婦人検診

乳ガン検診

人胃－~µ， 説
i背 j( J 検診

成

病

（
第
二
一
期
、
分
J

の
納
期
で
す
。

忘
れ
ず
納
め
ま
し
ょ
ラ
。

注射代金

｜回

ー廷＇｛~ 希イン フル エンザ

予防接待： 2951斗

予防注封i之、 2同

血種しないと効架

がありません。

予

（｜同接種後1～
4週間の聞をおい

て2回｜こ｜の接腫を

受けてください。）

1時呂防

接

護

市保小学校

結
核
住
民
検
診
の

結
果
に
つ
い
て

(!Z) 

町
で
は
結
核
予
防
法
に
も
と
づ
き
、
五

月
二
十
四
日
か
ら
結
該
住
民
検
診
を
金
町

に
わ
た
っ
て
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ

の
ほ
ど
そ
の
全
日
程
が
終
了
し
ま
し
た
。

検
診
結
則
前
に
つ
い
て
は
、
奥
常
の
宛
見

き
れ
た
万
に
だ
け
個
々
に
書
面
で
通
知
し

て
お
り
、
通
知
の
な
い
方
は
何
ら
奥
常
が

認
め
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
の

で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

一積極的なからだづくり一

適当な運動は、血管を拡張させ、

血液の流れをよくします。余分の栄

養分を消費して太りすぎを治すこと

もできます。運動のえらび方が問題

ですが、若い人と同じようなスポー

ツをすることは、かえって悪いので

自分に適したスポーツや柔軟体操、

散歩をすすめます。

負傷者

8 

36 

ー・・ー危険・・自転車の無灯火一」

rー9月の町内交通事故数・・ー

28 

死者

。
。

。
数

22 

7 

29 

9月

本年累計－

｜～8月

月


